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「
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
　
キ
ラ
キ
ラ
う
た
づ
」

主
な
議
会
活
動

主
な
議
会
活
動

11
月

１
月

12
月

グ ル ー プ  紹 介元 気 な な か ま

あ
と
が
き

うたづ議会だより
2014

２.１

第49号

うれしさ込み上げる

う
たのしい成人

式

た

づ

中学生まで医療費無料化
児童公園の名称決まる

一般質問に8人

つ　きは、同窓会で

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
柴
村
　
賢
三

委
　
　
員
　
大
松
喜
次
郎

委
　
　
員
　
宮
本
　
　
隆

委
　
　
員
　
濵
中
　
保
夫

１
日

５
日

７
日

８
日

11
日

12
日

13
日

19
日

21
日

22
日

21
日

22
日

25
日

金
婚
式

広
報
編
集
会
議

津
久
見
市
（
大
分
県
）
視
察
来
庁

上
関
町
（
山
口
県
）
視
察
来
庁

第
７
回
議
会
報
告
会

意
見
交
換
会
（
婦
人
会
）

特
別
委
員
会
視
察
研
修
（
郡
山
市
）

特
別
委
員
会
視
察
研
修
（
熊
谷
市
）

大
山
崎
町
（
京
都
府
）
視
察
来
庁

意
見
交
換
会
（
自
治
会
連
合
会
）

議
会
運
営
委
員
会

意
見
交
換
会
（
自
治
会
連
合
会
）

議
会
運
営
委
員
会

香
川
県
町
村
議
会
研
修
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

第
４
回
定
例
会

一
般
質
問

一
般
質
問

広
報
編
集
会
議

総
務
民
生
・
建
設
教
育
合
同
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

建
設
教
育
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会
・
本
会
議

議
員
懇
談
会

地
元
企
業
事
業
報
告
会

仕
事
納
め

３
日

５
日

９
日

11
日

12
日

13
日

16
日

17
日

18
日

20
日

26
日

27
日

歳
旦
祭

仕
事
初
め

出
初
式

成
人
式

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

総
合
庁
舎
耐
震
改
修
等
特
別
委
員
会

臨
時
議
員
総
会

広
報
編
集
会
議

香
川
県
広
報
県
外
研
修

広
報
編
集
会
議

議
会
改
革
研
修
会

臨
時
議
員
総
会

１
日

６
日

12
日

13
日

14
日

20
日

21
日

24
日

29
日

30
日

　
「
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（
デ
ィ
ス
ポ

ル
ト
）
・
キ
ラ
キ
ラ
　
う
た
づ
」
は
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し

て
2008
年
４
月
１
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

総
合
型
ク
ラ
ブ
と
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
い
つ
ま
で

も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
、
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
と
言
わ

れ
て
い
る
「
楽
し
む
」
「
遊
ぶ
」

「
は
し
ゃ
ぐ
」
「
気
晴
ら
し
」
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
で
は
目
的

に
合
わ
せ
た
体
力
づ
く
り
、
予
病

（
病
気
の
予
防
）
や
町
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
ク
ラ
ブ
で
は
、
キ
ン

ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
、
体
育
教
室
、
卓
球
、
少
林
寺

拳
法
コ
ー
ス
制
の
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
教
室
の
他
、
四
方
綱
引
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
、
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト

教
室
の
他
、
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
も
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
少
林
寺
拳
法
コ
ー
ス
制

を
紹
介
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は
３
つ
あ

り
、
体
力
に
自
信
の
な
い
ご
年
配
の

方
に
は
「
ゆ
た
・
ら
く
コ
ー
ス
」
、

ま
だ
ま
だ
働
き
盛
り
の
中
高
年
の
方

に
は
「
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
オ

ー
バ
ー
ド
ラ
イ
ブ
）
コ
ー
ス
」
、
心

と
身
体
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
女
性

に
は
「
Ｍ
Ｙ
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
（
マ
イ
ス

テ
ッ
プ
）
コ
ー
ス
」
と
、
道
衣
を
着

な
い
で
ゆ
っ
く
り
、
ら
く
〜
に
、
気

持
ち
よ
く
動
き
ま
す
。
現
在
活
動
し

て
い
る
会
員
は
親
子
で
楽
し
く
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
「
無
理

を
し
な
い
」

こ
と
。
一
人

ひ
と
り
の
体

力
に
合
わ
せ

て
行
い
ま
す
。

心
も
身
体
も

す
っ
き
り
と

ス
ト
レ
ス
の

な
い
状
態
を

目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
ず

は
、
体
験
に

お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
新
し
い
年
が
始
ま
っ
て

一
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
今
年
は
ス
ポ
ー
ツ
界
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
す
。

　
丸
亀
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
始
ま
り
、
ソ
チ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
香
川
県
初
の
カ

マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
の
Ｊ
２

リ
ー
グ
戦
、
サ
ッ
カ
ー
ブ

ラ
ジ
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

な
ど
、
今
か
ら
ド
キ
ド
キ

ワ
ク
ワ
ク
で
す
。

　
現
地
で
観
る
も
よ
し
、

テ
レ
ビ
観
戦
も
よ
し
、
大

い
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
宇
多
津
町
か
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
が
出
る
の
も

夢
で
な
く
な
る
時
が
来
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｙ
）

親子で少林寺拳法　

12

2

4

（金）18:00～、19:30
宇多津北小学校・体育館
℡　090-8166-3386
      info@disport-kirakira.jp
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告
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告
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件 西本 濵中 柴村 宮本 大松 池田 青木 藍川 井原

平成24年度宇多津町一般会計歳入歳出決算（前回継続審査）

平成25年度宇多津町一般会計補正予算（第３号）

平成25年度宇多津町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成25年度宇多津町水道事業会計補正予算（第２号）

まちづくり拠点施設条例の一部を改正する条例

宇多津町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

宇多津町介護保険条例の一部を改正する条例

宇多津町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

宇多津町都市公園条例の一部を改正する条例

宇多津町下水道条例の一部を改正する条例

宇多津町水道事業給水条例の一部を改正する条例

町家（今市の家）再生改修工事請負変更契約の締結

町道路線の認定

道州制導入に反対する意見書（前回継続審査）

介護職員の処遇改善を求める陳情書（継続審査とすることに対して）

井原猛雄議員に対する処分要求

認
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発
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◯
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◯
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主
な
内
容

条
例
改
正
等

宇多津町都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を
改正する条例

宇多津町民体育館耐震改修等工事（建築工事）の請負変更契約
の締結

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める
陳情書（継続審査とすることに対して）

　
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
9
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
開
催
し
、
議
案
14
件
、
陳
情
2
件
、
発

議
1
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
、
議
案
は
全
て
原
案
を
可
決
し
、
陳
情
は
継
続
審
査
と

な
り
、
発
議
は
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回
の
継
続
審
査
2
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
12

月
11
、
12
日
に
行
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

発
議

工
事
請
負
変
更
契
約

平
成
25
年
度
決
算
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
4
4
8
0
万
円
） 

・
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
管
理
費

　
　「
古
街
の
家
」
（
旧
「
今
市
の
家
」
）
の
チ
ラ
シ
や

　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
費
等

・
児
童
福
祉
管
理
費

　
　子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
デ
ー
タ
改
修
費
と
子
ど
も

　
　医
療
費
助
成
の
拡
大
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
整
備
事
業
費

　
　10
軒
分
の
負
担
金
補
助
を
追
加

・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費

　
　宇
多
津
北
小
学
校
周
辺
の
遊
歩
道
の
庭
園
灯
が
頻
繁

　
　に
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
の
対
策

・
公
園
整
備
費
公
共
事
業
費

　
　道
の
駅
（
臨
海
公
園
）
に
電
気
自
動
車
の
充
電
設
備

　
　を
設
置

・
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
費

　
　現
在
使
用
し
て
い
る
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
が
手
狭
と
な
り
、

　
　4
月
か
ら
他
所
で
行
う
た
め
の
改
修
工
事
費

・
宇
多
津
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
整
備
を
行
っ
た
「
桜
の
広
場
」

　を
都
市
公
園
と
し
て
管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
区
分
は
街
区
公
園
で
名

　称
は
「
桜
の
広
場
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　

  

全
会
一
致
で
可
決

・
町
家
（
今
市
の
家
）
再
生
改
修
工
事

　
　交
差
点
で
の
ガ
ー
ド
マ
ン
の
配
置
等
で
約
400
万
円
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　

  

全
会
一
致
で
可
決

・
町
民
体
育
館
耐
震
改
修
等
工
事

　
　外
壁
の
亀
裂
補
修
等
で
約
140
万
円
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　

  

全
会
一
致
で
可
決

・
井
原
猛
雄
議
員
に
対
す
る
処
分
要
求

（
要
旨
）
12
月
12
日
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
井
原
議
員
か
ら
同
僚
議
員

　へ
の
屈
辱
や
名
誉
毀
損
発
言
等
が
あ
り
、
処
分
要
求
書
が
出
さ
れ
た
。

　そ
の
た
め
、
懲
罰
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
戒
告
処
分
が
委
員
会
で
決
ま

　っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
本
会
議
で
戒
告
処
分
が
可
決
さ
れ
た
。
議
長
が

　井
原
議
員
に
対
し
て
「
他
の
議
員
に
対
し
て
不
穏
当
な
言
辞
を
用
い
、

　議
会
の
品
位
を
失
墜
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
議
員
の
職
分
に
か
ん
が
み
、

　誠
に
残
念
で
あ
る
。
従
っ
て
戒
告
と
す
る
。
」
と
戒
告
文
を
朗
読
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　

  

全
会
一
致
で
可
決

・
町
民
体
育
館
管
理
費

　
　基
準
が
変
更
と
な
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル
板

　
　を
新
設

  

　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　以
上
全
て
全
会
一
致

・
宇
多
津
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

　部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
子
育
て
世
帯
に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目

　的
と
し
、
こ
れ
ま
で
小
学
3
年
生
終
了
ま
で
で
あ
っ
た
医

　療
費
助
成
の
範
囲
を
中
学
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
。
こ
の
条

　例
は
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　全
会
一
致
で
可
決

・
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　例
（
要
旨
）
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
の
追
加
に
伴
い
、
条
例
の

　整
備
を
行
う
。
今
ま
で
呼
ば
れ
て
い
た
「
今
市
の
家
」
の

　正
式
名
称
を
「
古
街
の
家
」
と
し
た
。
4
月
1
日
か
ら
貸

　し
出
す
た
め
に
宿
泊
使
用
と
日
中
使
用
の
使
用
料
金
を
定

　め
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
「
こ
め
っ
せ
宇
多
津
」
の
使

　用
料
金
が
改
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

 

全
会
一
致
で
可
決

「
古
街
の
家
」
の
広
告
費
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主　な　審　議　案　件 西本 濵中 柴村 宮本 大松 池田 青木 藍川 井原

平成24年度宇多津町一般会計歳入歳出決算（前回継続審査）

平成25年度宇多津町一般会計補正予算（第３号）

平成25年度宇多津町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成25年度宇多津町水道事業会計補正予算（第２号）

まちづくり拠点施設条例の一部を改正する条例

宇多津町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

宇多津町介護保険条例の一部を改正する条例

宇多津町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

宇多津町都市公園条例の一部を改正する条例

宇多津町下水道条例の一部を改正する条例

宇多津町水道事業給水条例の一部を改正する条例

町家（今市の家）再生改修工事請負変更契約の締結

町道路線の認定

道州制導入に反対する意見書（前回継続審査）

介護職員の処遇改善を求める陳情書（継続審査とすることに対して）

井原猛雄議員に対する処分要求

認
定

発
議
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主
な
内
容

条
例
改
正
等

宇多津町都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を
改正する条例

宇多津町民体育館耐震改修等工事（建築工事）の請負変更契約
の締結

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める
陳情書（継続審査とすることに対して）

　
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
9
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
開
催
し
、
議
案
14
件
、
陳
情
2
件
、
発

議
1
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
、
議
案
は
全
て
原
案
を
可
決
し
、
陳
情
は
継
続
審
査
と

な
り
、
発
議
は
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回
の
継
続
審
査
2
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
12

月
11
、
12
日
に
行
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

発
議

工
事
請
負
変
更
契
約

平
成
25
年
度
決
算
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
4
4
8
0
万
円
） 

・
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
管
理
費

　
　「
古
街
の
家
」
（
旧
「
今
市
の
家
」
）
の
チ
ラ
シ
や

　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
費
等

・
児
童
福
祉
管
理
費

　
　子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
デ
ー
タ
改
修
費
と
子
ど
も

　
　医
療
費
助
成
の
拡
大
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
整
備
事
業
費

　
　10
軒
分
の
負
担
金
補
助
を
追
加

・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費

　
　宇
多
津
北
小
学
校
周
辺
の
遊
歩
道
の
庭
園
灯
が
頻
繁

　
　に
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
の
対
策

・
公
園
整
備
費
公
共
事
業
費

　
　道
の
駅
（
臨
海
公
園
）
に
電
気
自
動
車
の
充
電
設
備

　
　を
設
置

・
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
費

　
　現
在
使
用
し
て
い
る
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
が
手
狭
と
な
り
、

　
　4
月
か
ら
他
所
で
行
う
た
め
の
改
修
工
事
費

・
宇
多
津
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
整
備
を
行
っ
た
「
桜
の
広
場
」

　を
都
市
公
園
と
し
て
管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
区
分
は
街
区
公
園
で
名

　称
は
「
桜
の
広
場
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　

  

全
会
一
致
で
可
決

・
町
家
（
今
市
の
家
）
再
生
改
修
工
事

　
　交
差
点
で
の
ガ
ー
ド
マ
ン
の
配
置
等
で
約
400
万
円
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　

  
全
会
一
致
で
可
決

・
町
民
体
育
館
耐
震
改
修
等
工
事

　
　外
壁
の
亀
裂
補
修
等
で
約
140
万
円
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　

  

全
会
一
致
で
可
決

・
井
原
猛
雄
議
員
に
対
す
る
処
分
要
求

（
要
旨
）
12
月
12
日
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
井
原
議
員
か
ら
同
僚
議
員

　へ
の
屈
辱
や
名
誉
毀
損
発
言
等
が
あ
り
、
処
分
要
求
書
が
出
さ
れ
た
。

　そ
の
た
め
、
懲
罰
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
戒
告
処
分
が
委
員
会
で
決
ま

　っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
本
会
議
で
戒
告
処
分
が
可
決
さ
れ
た
。
議
長
が

　井
原
議
員
に
対
し
て
「
他
の
議
員
に
対
し
て
不
穏
当
な
言
辞
を
用
い
、

　議
会
の
品
位
を
失
墜
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
議
員
の
職
分
に
か
ん
が
み
、

　誠
に
残
念
で
あ
る
。
従
っ
て
戒
告
と
す
る
。
」
と
戒
告
文
を
朗
読
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　

  

全
会
一
致
で
可
決

・
町
民
体
育
館
管
理
費

　
　基
準
が
変
更
と
な
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル
板

　
　を
新
設

  

　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　以
上
全
て
全
会
一
致

・
宇
多
津
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

　部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
子
育
て
世
帯
に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目

　的
と
し
、
こ
れ
ま
で
小
学
3
年
生
終
了
ま
で
で
あ
っ
た
医

　療
費
助
成
の
範
囲
を
中
学
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
。
こ
の
条

　例
は
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　全
会
一
致
で
可
決

・
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　例
（
要
旨
）
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
の
追
加
に
伴
い
、
条
例
の

　整
備
を
行
う
。
今
ま
で
呼
ば
れ
て
い
た
「
今
市
の
家
」
の

　正
式
名
称
を
「
古
街
の
家
」
と
し
た
。
4
月
1
日
か
ら
貸

　し
出
す
た
め
に
宿
泊
使
用
と
日
中
使
用
の
使
用
料
金
を
定

　め
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
「
こ
め
っ
せ
宇
多
津
」
の
使

　用
料
金
が
改
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

 

全
会
一
致
で
可
決

「
古
街
の
家
」
の
広
告
費



4宇多津町議会だより No.495 宇多津町議会だより No.49

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

支
柱
の
維
持
管
理

町
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
入
園
者

問

亀
井
教
育
次
長

亀
井
教
育
次
長

山
下
健
康
増
進
課
長

山
下
健
康
増
進
課
長

認知症予防

下水道整備

問 再
質
問

再
質
問

再
質
問

北
本
事
業
統
括
監

問

問

北
本
事
業
統
括
監

藤
原
住
民
生
活
課
長

藤
原
住
民
生
活
課
長

                        

道
路
工
作

物
等
に
つ
い
て
は
４
工
区
に
分

け
て
発
注
し
て
い
る
道
路
維
持

工
事
の
中
で
、
目
視
に
よ
る
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
犯
灯

は
周
辺
の
同
じ
支
柱
の
も
の
に

つ
い
て
点
検
を
実
施
し
た
。
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
打
音
調
査
等
を

し
て
い
な
い
た
め
、
専
門
業
者

に
よ
る
調
査
を
至
急
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
標
識
・
案
内
板
・
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
は
風
の
影
響
を
受

け
や
す
く
重
大
な
事
故
を
発
生

さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
町
管
理
の
標
識
・
案
内
板
・

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
支
柱
、
街
路

灯
・
防
犯
灯
等
、
照
明
灯
の
支

柱
の
保
守
点
検
管
理
は
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
ど
れ
く
ら
い
の

頻
度
で
保
守
点
検
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
１
年
間
で
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
防
犯
灯
２
本
の
支
柱
が

　
　
　
　
　
　
　
　
下
水
道
事

業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
国
か
ら

２
種
類
の
交
付
金
が
出
て
い
る
。

１
つ
目
が
従
来
の
未
普
及
地
区

へ
の
交
付
金
「
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
」
、
２
つ
目

が
地
震
対
策
、
津
波
対
策
、
長

寿
命
化
に
関
す
る
交
付
金
「
防

災
・
安
全
交
付
金
事
業
」
で
あ

る
。
現
在
、
県
の
配
分
額
を
見

て
も
後
者
に
重
点
的
に
配
分
さ

れ
て
い
る
。
町
で
も
塩
浜
ポ
ン

プ
場
と
川
東
ポ
ン
プ
場
の
長
寿

命
化
に
着
手
し
て
お
り
、
未
普

及
地
区
の
整
備
事
業
費
は
減
少

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
津
の

郷
地
区
、
沼
の
池
地
区
等
の
未

整
備
地
区
の
整
備
に
は
ま
だ
複

数
年
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

鍋
谷
の
南
部
地
区
の
整
備
は
そ

の
整
備
終
了
後
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
先
生
方
は
保

育
や
教
育
内
容
の
向
上
の
た
め

に
研
修
を
重
ね
る
と
と
も
に
障

害
児
保
育
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
町
立
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
た
め
努
力
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
先
生
の
資
質
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
要
因
は

保
護
者
の
利
便
性
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
宇
多
津
町
の
下
水
道
は
県

下
で
も
ト
ッ
プ
の
整
備
状
況
だ

と
思
う
。
現
在
津
の
郷
地
区
の

下
水
道
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
津
の
郷
地
区
の
整
備
が
終

わ
る
の
は
い
つ
頃
の
予
定
か
。

鍋
谷
地
区
に
下
水
道
本
管
が
入

り
下
水
道
整
備
が
完
了
す
る
の

は
い
つ
頃
か
。

　
　
認
知
症
の
現
状
と
し
て
、

65
歳
で
10
人
に
１
人
、
85
歳
で

３
人
に
１
人
の
割
合
で
あ
る
。

予
防
事
業
で
の
「
脳
の
健
康
教

室
」
の
参
加
者
が
少
な
い
。
保

健
セ
ン
タ
ー
以
外
で
も
実
施
す

る
べ
き
だ
と
思
う
が
。
ま
た
、

認
知
症
予
防
の
知
識
を
広
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
ど
ん
な
方
法

で
広
め
て
い
る
の
か
。

　
　
10
年
間
で
、
宇
多
津
幼
稚

園
は
46
名
減
、
中
央
保
育
所
は

58
名
減
で
定
員
の
63
％
、
今
年

度
は
最
低
と
な
っ
て
い
る
。
私

立
と
比
べ
る
と
減
少
傾
向
が
甚

だ
し
い
。
な
ぜ
減
少
傾
向
が
続

く
の
か
。
そ
れ
か
ら
、
人
気
の

出
る
内
容
の
充
実
も
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
そ
の
他
、
駐
車
場
の

問
題
や
先
生
の
資
質
も
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
「
脳
の
健

康
教
室
」
に
つ
い
て
保
健
セ
ン

タ
ー
以
外
で
も
実
施
で
き
れ
ば

理
想
的
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は

様
々
な
ク
リ
ア
す
べ
き
諸
課
題

が
あ
る
た
め
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

　
現
在
、
学
習
者
で
送
迎
を
要

望
さ
れ
る
方
に
は
タ
ク
シ
ー
で

送
迎
を
し
て
い
る
。
認
知
症
予

防
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
・
24
年
に
広
報
紙
へ
認
知

症
専
門
医
の
連
載
記
事
を
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
は
毎
年
１
回
、
交
通
安

全
母
の
会
と
青
年
会
が
合
同
で

清
掃
、
点
検
を
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
点
検
は
目
視
が
主
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
２
年
か
ら
３

年
サ
イ
ク
ル
で
専
門
業
者
に
よ

る
打
音
調
査
、
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ

ト
の
触
診
調
査
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

認知症予防教室の実施場所を
増やせないか

南部地域の下水道整備計画は
未整備地区の整備には複数年を要する
　　　　　　　　　　　 ／事業統括監

町
管
理
の
工
作
物
等
の

　
　
　支
柱
の
維
持
管
理
は

町
立
幼
保
の
入
園
者
の
減
少
要
因
は

専
門
業
者
に
よ
る
調
査
を
行
い
た
い
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
認

知
症
に
対
す
る
施
策
に
は
若
年

サ
ー
ビ
ス
の
差
・
保
護
者
の
利
便
性
が
要
因
／
教
育
次
長

今後の検討課題としたい／健康増進課長

性
認
知
症
施
策
の
強
化
も
含
ま

れ
て
い
る
。
認
知
症
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
も
、
機
会
を

捉
え
て
住
民
の
方
々
に
周
知
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
私
立
に
お
い

て
は
、
通
常
の
保
育
や
教
育
内

宮本　隆　議員大松  喜次郎　議員

ぞ
れ
４
回
掲
載
し
た
。
ま
た
、

一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
認
知

症
講
演
会
も
年
２
回
実
施
し
て

い
る
。
　

　
　
　
　
認
知
症
の
理
解
を
若

い
人
達
に
も
求
め
た
い
が
、
ど

う
す
る
か
。

容
に
加
え
て
、
保
育
所
で
は
０

歳
児
保
育
、
幼
稚
園
で
は
預
か

り
保
育
や
送
迎
バ
ス
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
が
公
立
と
の
差
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、
本
町
で
は
、
私

立
で
の
受
け
入
れ
態
勢
が
十
分

整
っ
て
お
り
、
「
民
間
で
で
き

る
こ
と
は
民
間
に
」
を
念
頭
に

お
い
て
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

れ
な
い
か
。

守
点
検
を
２
年
に
１
度
の
頻
度

で
実
施
し
て
い
る
。

倒
れ
て
い
る
。
早
急
に
点
検
を

業
者
に
委
託
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

新都市のカーブミラー
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

支
柱
の
維
持
管
理

町
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
入
園
者

問

亀
井
教
育
次
長

亀
井
教
育
次
長

山
下
健
康
増
進
課
長

山
下
健
康
増
進
課
長

認知症予防

下水道整備

問 再
質
問

再
質
問

再
質
問

北
本
事
業
統
括
監

問

問

北
本
事
業
統
括
監

藤
原
住
民
生
活
課
長

藤
原
住
民
生
活
課
長

                        

道
路
工
作

物
等
に
つ
い
て
は
４
工
区
に
分

け
て
発
注
し
て
い
る
道
路
維
持

工
事
の
中
で
、
目
視
に
よ
る
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
犯
灯

は
周
辺
の
同
じ
支
柱
の
も
の
に

つ
い
て
点
検
を
実
施
し
た
。
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
打
音
調
査
等
を

し
て
い
な
い
た
め
、
専
門
業
者

に
よ
る
調
査
を
至
急
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
標
識
・
案
内
板
・
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
は
風
の
影
響
を
受

け
や
す
く
重
大
な
事
故
を
発
生

さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
町
管
理
の
標
識
・
案
内
板
・

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
支
柱
、
街
路

灯
・
防
犯
灯
等
、
照
明
灯
の
支

柱
の
保
守
点
検
管
理
は
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
ど
れ
く
ら
い
の

頻
度
で
保
守
点
検
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
１
年
間
で
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
防
犯
灯
２
本
の
支
柱
が

　
　
　
　
　
　
　
　
下
水
道
事

業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
国
か
ら

２
種
類
の
交
付
金
が
出
て
い
る
。

１
つ
目
が
従
来
の
未
普
及
地
区

へ
の
交
付
金
「
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
」
、
２
つ
目

が
地
震
対
策
、
津
波
対
策
、
長

寿
命
化
に
関
す
る
交
付
金
「
防

災
・
安
全
交
付
金
事
業
」
で
あ

る
。
現
在
、
県
の
配
分
額
を
見

て
も
後
者
に
重
点
的
に
配
分
さ

れ
て
い
る
。
町
で
も
塩
浜
ポ
ン

プ
場
と
川
東
ポ
ン
プ
場
の
長
寿

命
化
に
着
手
し
て
お
り
、
未
普

及
地
区
の
整
備
事
業
費
は
減
少

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
津
の

郷
地
区
、
沼
の
池
地
区
等
の
未

整
備
地
区
の
整
備
に
は
ま
だ
複

数
年
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

鍋
谷
の
南
部
地
区
の
整
備
は
そ

の
整
備
終
了
後
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
先
生
方
は
保

育
や
教
育
内
容
の
向
上
の
た
め

に
研
修
を
重
ね
る
と
と
も
に
障

害
児
保
育
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
町
立
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
た
め
努
力
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
先
生
の
資
質
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
要
因
は

保
護
者
の
利
便
性
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
宇
多
津
町
の
下
水
道
は
県

下
で
も
ト
ッ
プ
の
整
備
状
況
だ

と
思
う
。
現
在
津
の
郷
地
区
の

下
水
道
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
津
の
郷
地
区
の
整
備
が
終

わ
る
の
は
い
つ
頃
の
予
定
か
。

鍋
谷
地
区
に
下
水
道
本
管
が
入

り
下
水
道
整
備
が
完
了
す
る
の

は
い
つ
頃
か
。

　
　
認
知
症
の
現
状
と
し
て
、

65
歳
で
10
人
に
１
人
、
85
歳
で

３
人
に
１
人
の
割
合
で
あ
る
。

予
防
事
業
で
の
「
脳
の
健
康
教

室
」
の
参
加
者
が
少
な
い
。
保

健
セ
ン
タ
ー
以
外
で
も
実
施
す

る
べ
き
だ
と
思
う
が
。
ま
た
、

認
知
症
予
防
の
知
識
を
広
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
ど
ん
な
方
法

で
広
め
て
い
る
の
か
。

　
　
10
年
間
で
、
宇
多
津
幼
稚

園
は
46
名
減
、
中
央
保
育
所
は

58
名
減
で
定
員
の
63
％
、
今
年

度
は
最
低
と
な
っ
て
い
る
。
私

立
と
比
べ
る
と
減
少
傾
向
が
甚

だ
し
い
。
な
ぜ
減
少
傾
向
が
続

く
の
か
。
そ
れ
か
ら
、
人
気
の

出
る
内
容
の
充
実
も
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
そ
の
他
、
駐
車
場
の

問
題
や
先
生
の
資
質
も
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
「
脳
の
健

康
教
室
」
に
つ
い
て
保
健
セ
ン

タ
ー
以
外
で
も
実
施
で
き
れ
ば

理
想
的
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は

様
々
な
ク
リ
ア
す
べ
き
諸
課
題

が
あ
る
た
め
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

　
現
在
、
学
習
者
で
送
迎
を
要

望
さ
れ
る
方
に
は
タ
ク
シ
ー
で

送
迎
を
し
て
い
る
。
認
知
症
予

防
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
・
24
年
に
広
報
紙
へ
認
知

症
専
門
医
の
連
載
記
事
を
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
は
毎
年
１
回
、
交
通
安

全
母
の
会
と
青
年
会
が
合
同
で

清
掃
、
点
検
を
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
点
検
は
目
視
が
主
で
あ

る
た
め
、
今
後
は
２
年
か
ら
３

年
サ
イ
ク
ル
で
専
門
業
者
に
よ

る
打
音
調
査
、
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ

ト
の
触
診
調
査
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

認知症予防教室の実施場所を
増やせないか

南部地域の下水道整備計画は
未整備地区の整備には複数年を要する
　　　　　　　　　　　 ／事業統括監

町
管
理
の
工
作
物
等
の

　
　
　支
柱
の
維
持
管
理
は

町
立
幼
保
の
入
園
者
の
減
少
要
因
は

専
門
業
者
に
よ
る
調
査
を
行
い
た
い
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
認

知
症
に
対
す
る
施
策
に
は
若
年

サ
ー
ビ
ス
の
差
・
保
護
者
の
利
便
性
が
要
因
／
教
育
次
長

今後の検討課題としたい／健康増進課長

性
認
知
症
施
策
の
強
化
も
含
ま

れ
て
い
る
。
認
知
症
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
も
、
機
会
を

捉
え
て
住
民
の
方
々
に
周
知
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
私
立
に
お
い

て
は
、
通
常
の
保
育
や
教
育
内

宮本　隆　議員大松  喜次郎　議員

ぞ
れ
４
回
掲
載
し
た
。
ま
た
、

一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
認
知

症
講
演
会
も
年
２
回
実
施
し
て

い
る
。
　

　
　
　
　
認
知
症
の
理
解
を
若

い
人
達
に
も
求
め
た
い
が
、
ど

う
す
る
か
。

容
に
加
え
て
、
保
育
所
で
は
０

歳
児
保
育
、
幼
稚
園
で
は
預
か

り
保
育
や
送
迎
バ
ス
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
が
公
立
と
の
差
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、
本
町
で
は
、
私

立
で
の
受
け
入
れ
態
勢
が
十
分

整
っ
て
お
り
、
「
民
間
で
で
き

る
こ
と
は
民
間
に
」
を
念
頭
に

お
い
て
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

れ
な
い
か
。

守
点
検
を
２
年
に
１
度
の
頻
度

で
実
施
し
て
い
る
。

倒
れ
て
い
る
。
早
急
に
点
検
を

業
者
に
委
託
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

新都市のカーブミラー
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

自
転
車
の
安
全
対
策

Ｊ
ｓ
ｇ
商
品
に
つ
い
て

中
村
産
業
振
興
課
長

中
村
産
業
振
興
課
長

町道鍋谷７号線
谷
川
町
長

再
質
問

谷
川
町
長

亀
井
教
育
次
長

宇多津町議会だより No.49宇多津町議会だより No.49

問

問

問 問

町管理の公道・水路

北
本
事
業
統
括
監

　
　
懸
案
で
あ
っ
た
町
道
、
長

縄
手
番
場
線
と
、
県
道
と
の
交

差
点
の
信
号
は
改
修
さ
れ
た
。

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
見
直

し
に
な
り
、
通
学
路
の
検
討
や

標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
な

ど
の
安
全
対
策
と
同
時
に
、
子

ど
も
た
ち
に
も
自
転
車
の
マ
ナ

ー
や
ル
ー
ル
の
交
通
指
導
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
改
善
工
事
を
追
加
し

て
で
も
、
関
係
機
関
（
警
察
・

中
讃
土
木
・
地
元
）
と
協
議
し

て
問
題
解
決
を
図
る
つ
も
り
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
昨
年
、
私
も
関
係

者
と
と
も
に
町
全
体
の
通
学
路

合
同
点
検
を
行
い
、
提
案
・
要

　
　
工
事
は
終
わ
っ
て
い
る
が

供
用
開
始
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、
以
下
の
質
問
を

す
る
。

　
①
発
注
工
期

　
②
買
収
金
額
を
含
む
総
工
費

　
③
供
用
開
始
の
遅
れ
の
原
因

　
④
問
題
の
打
開
策

　
　
武
雄
市
の
樋
渡
市
長
が
こ

の
件
で
佐
賀
地
方
裁
判
所
に
訴

え
ら
れ
て
い
る
が
、
加
入
自
治

体
と
し
て
問
題
が
生
じ
る
こ
と

は
な
い
か
。
ま
た
、
ｓ
ｇ
ブ
ラ

ン
ド
は
既
存
企
業
で
商
標
が
流

通
し
て
い
る
が
、
問
題
は
無
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
①
平
成
14

年
度
か
ら
24
年
度
に
用
地
買
収
、

土
木
工
事
を
行
い
、
同
年
度
に

全
線
舗
装
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

②
用
地
費
と
し
て
１
４
０
０
万

円
、
工
事
費
と
し
て
８
２
０
０

万
円
で
合
計
９
６
０
０
万
円
で

あ
る
。
③
町
、
土
木
事
務
所
、

警
察
の
協
議
に
よ
る
一
方
通
行

と
す
る
結
論
と
、
鍋
谷
自
治
会

の
双
方
向
通
行
の
要
望
が
食
い

違
っ
た
た
め
。
④
双
方
向
通
行

が
可
能
な
よ
う
、
県
道
側
に
鍋

谷
７
号
線
進
入
の
た
め
の
レ
ー

ン
を
設
け
る
方
向
で
協
議
を
進

　
　
　
　
　
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
等

も
必
要
と
な
る
。
議
員
各
位
に

も
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
に

関
し
て
は
、
被
告
が
武
雄
市
で

あ
る
こ
と
か
ら
直
接
的
に
本
町

は
関
係
し
て
い
な
い
が
、
事
業

展
開
な
ど
に
は
当
然
影
響
が
出

て
く
る
た
め
、
注
視
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
商
標
の
問
題
に

　
　
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
幅
に

つ
い
て
県
道
、
町
道
、
農
道
、

町
管
理
の
水
路
で
場
所
に
よ
っ

て
い
ろ
ん
な
取
り
方
を
す
る
こ

と
が
あ
る
。
現
在
地
籍
調
査
も

行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
統
一

す
る
よ
う
指
導
が
で
き
な
い
も

の
か
。

町道鍋谷７号線供用開始の遅れ

町管理の公道、水路について

自
転
車
の
安
全
対
策
と

　
交
通
指
導
に
つ
い
て

町
全
体
の
通
学
路
合
同
点
検
を
実
施
／
町
長

通
学
路
の
安
全
点
検
・
生
徒
指
導
を
行
う
／
教
育
次
長

Ｊ
ｓ
ｇ
商
品
に
関
す
る

　
　
　
業
務
委
託
契
約
問
題

問
題
は
生
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
／
産
業
振
興
課
長

望
を
お
伝
え
し
た
。
子
ど
も
た

ち
へ
の
交
通
指
導
と
し
て
中
学

校
や
小
学
校
で
の
交
通
安
全
教

室
や
法
律
改
正
の
説
明
な
ど
の

指
導
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
実
施
の

合
同
点
検
に
準
じ
た
形
で
通
学

路
の
安
全
点
検
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
安
全
対
策
を
講
じ
る

よ
う
今
後
も
関
係
機
関
に
働
き

か
け
た
い
。
今
回
の
道
路
交
通

法
の
改
正
に
際
し
、
小
・
中
学

校
で
は
生
徒
の
発
達
段
階
に
合

現在、協議を進めている／事業統括監
問題解決に向けて努力していきたい／町長

所有者同士の合意を前提とせざるを得ない
　　　　　　　　　　 ／産業振興課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
て
コ

ン
ク
リ
ー
ト
幅
は
土
地
の
境
界

に
影
響
す
る
も
の
で
、
個
人
の

財
産
権
に
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
今
ま
で
に
境
界
確
定
し

た
も
の
の
取
り
扱
い
や
古
く
か

ら
の
慣
行
が
あ
る
よ
う
な
農
道
、

水
路
の
取
り
扱
い
を
考
え
る
と
、

地
籍
調
査
に
お
い
て
も
所
有
同

士
の
合
意
を
前
提
と
し
て
決
め

て
お
り
、
今
後
も
そ
の
よ
う
に

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
。

め
て
い
る
。

つ
い
て
は
総
会
で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ｓ
ｇ
に
名
称
変
更
を
決
定
し
た

際
に
、
商
標
権
を
持
っ
て
い
る

佐
藤
俊
介
氏
が
同
席
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
現
在 satisfaction

guaranteed 

の
佐
藤
俊
介
氏

も
企
業
連
合
に
加
わ
っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
か
ら
問
題
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

Ｊ
ｓ
ｇ
と
は…

…

佐
賀
県
武
雄
市

が
始
め
た
自
治
体
型
通
販
サ
イ
ト

で
、
以
前
は
「
Ｆ
Ｂ
良
品
」
と
言

っ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
進
出
を
見
込

ん
で
、
今
年
９
月
に
「
Ｊ
ｓ
ｇ
」

に
名
称
を
変
更
し
た
も
の
。

池田  弘昌　議員藍川  佳津樹　議員

わ
せ
た
指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
、

毎
年
交
通
安
全
教
室
や
登
下
校

指
導
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
生
徒
指
導
の
徹
底
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

補修された通学路

供用開始が遅れている鍋谷7号線



67

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

自
転
車
の
安
全
対
策

Ｊ
ｓ
ｇ
商
品
に
つ
い
て

中
村
産
業
振
興
課
長

中
村
産
業
振
興
課
長

町道鍋谷７号線
谷
川
町
長

再
質
問

谷
川
町
長

亀
井
教
育
次
長

宇多津町議会だより No.49宇多津町議会だより No.49

問

問

問 問

町管理の公道・水路

北
本
事
業
統
括
監

　
　
懸
案
で
あ
っ
た
町
道
、
長

縄
手
番
場
線
と
、
県
道
と
の
交

差
点
の
信
号
は
改
修
さ
れ
た
。

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
見
直

し
に
な
り
、
通
学
路
の
検
討
や

標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
な

ど
の
安
全
対
策
と
同
時
に
、
子

ど
も
た
ち
に
も
自
転
車
の
マ
ナ

ー
や
ル
ー
ル
の
交
通
指
導
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
改
善
工
事
を
追
加
し

て
で
も
、
関
係
機
関
（
警
察
・

中
讃
土
木
・
地
元
）
と
協
議
し

て
問
題
解
決
を
図
る
つ
も
り
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
昨
年
、
私
も
関
係

者
と
と
も
に
町
全
体
の
通
学
路

合
同
点
検
を
行
い
、
提
案
・
要

　
　
工
事
は
終
わ
っ
て
い
る
が

供
用
開
始
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、
以
下
の
質
問
を

す
る
。

　
①
発
注
工
期

　
②
買
収
金
額
を
含
む
総
工
費

　
③
供
用
開
始
の
遅
れ
の
原
因

　
④
問
題
の
打
開
策

　
　
武
雄
市
の
樋
渡
市
長
が
こ

の
件
で
佐
賀
地
方
裁
判
所
に
訴

え
ら
れ
て
い
る
が
、
加
入
自
治

体
と
し
て
問
題
が
生
じ
る
こ
と

は
な
い
か
。
ま
た
、
ｓ
ｇ
ブ
ラ

ン
ド
は
既
存
企
業
で
商
標
が
流

通
し
て
い
る
が
、
問
題
は
無
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
①
平
成
14

年
度
か
ら
24
年
度
に
用
地
買
収
、

土
木
工
事
を
行
い
、
同
年
度
に

全
線
舗
装
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

②
用
地
費
と
し
て
１
４
０
０
万

円
、
工
事
費
と
し
て
８
２
０
０

万
円
で
合
計
９
６
０
０
万
円
で

あ
る
。
③
町
、
土
木
事
務
所
、

警
察
の
協
議
に
よ
る
一
方
通
行

と
す
る
結
論
と
、
鍋
谷
自
治
会

の
双
方
向
通
行
の
要
望
が
食
い

違
っ
た
た
め
。
④
双
方
向
通
行

が
可
能
な
よ
う
、
県
道
側
に
鍋

谷
７
号
線
進
入
の
た
め
の
レ
ー

ン
を
設
け
る
方
向
で
協
議
を
進

　
　
　
　
　
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
等

も
必
要
と
な
る
。
議
員
各
位
に

も
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
に

関
し
て
は
、
被
告
が
武
雄
市
で

あ
る
こ
と
か
ら
直
接
的
に
本
町

は
関
係
し
て
い
な
い
が
、
事
業

展
開
な
ど
に
は
当
然
影
響
が
出

て
く
る
た
め
、
注
視
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
商
標
の
問
題
に

　
　
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
幅
に

つ
い
て
県
道
、
町
道
、
農
道
、

町
管
理
の
水
路
で
場
所
に
よ
っ

て
い
ろ
ん
な
取
り
方
を
す
る
こ

と
が
あ
る
。
現
在
地
籍
調
査
も

行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
統
一

す
る
よ
う
指
導
が
で
き
な
い
も

の
か
。

町道鍋谷７号線供用開始の遅れ

町管理の公道、水路について

自
転
車
の
安
全
対
策
と

　
交
通
指
導
に
つ
い
て

町
全
体
の
通
学
路
合
同
点
検
を
実
施
／
町
長

通
学
路
の
安
全
点
検
・
生
徒
指
導
を
行
う
／
教
育
次
長

Ｊ
ｓ
ｇ
商
品
に
関
す
る

　
　
　
業
務
委
託
契
約
問
題

問
題
は
生
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
／
産
業
振
興
課
長

望
を
お
伝
え
し
た
。
子
ど
も
た

ち
へ
の
交
通
指
導
と
し
て
中
学

校
や
小
学
校
で
の
交
通
安
全
教

室
や
法
律
改
正
の
説
明
な
ど
の

指
導
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
実
施
の

合
同
点
検
に
準
じ
た
形
で
通
学

路
の
安
全
点
検
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
安
全
対
策
を
講
じ
る

よ
う
今
後
も
関
係
機
関
に
働
き

か
け
た
い
。
今
回
の
道
路
交
通

法
の
改
正
に
際
し
、
小
・
中
学

校
で
は
生
徒
の
発
達
段
階
に
合

現在、協議を進めている／事業統括監
問題解決に向けて努力していきたい／町長

所有者同士の合意を前提とせざるを得ない
　　　　　　　　　　 ／産業振興課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
て
コ

ン
ク
リ
ー
ト
幅
は
土
地
の
境
界

に
影
響
す
る
も
の
で
、
個
人
の

財
産
権
に
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
今
ま
で
に
境
界
確
定
し

た
も
の
の
取
り
扱
い
や
古
く
か

ら
の
慣
行
が
あ
る
よ
う
な
農
道
、

水
路
の
取
り
扱
い
を
考
え
る
と
、

地
籍
調
査
に
お
い
て
も
所
有
同

士
の
合
意
を
前
提
と
し
て
決
め

て
お
り
、
今
後
も
そ
の
よ
う
に

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
。

め
て
い
る
。

つ
い
て
は
総
会
で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ｓ
ｇ
に
名
称
変
更
を
決
定
し
た

際
に
、
商
標
権
を
持
っ
て
い
る

佐
藤
俊
介
氏
が
同
席
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
現
在 satisfaction

guaranteed 

の
佐
藤
俊
介
氏

も
企
業
連
合
に
加
わ
っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
か
ら
問
題
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

Ｊ
ｓ
ｇ
と
は…

…

佐
賀
県
武
雄
市

が
始
め
た
自
治
体
型
通
販
サ
イ
ト

で
、
以
前
は
「
Ｆ
Ｂ
良
品
」
と
言

っ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
進
出
を
見
込

ん
で
、
今
年
９
月
に
「
Ｊ
ｓ
ｇ
」

に
名
称
を
変
更
し
た
も
の
。

池田  弘昌　議員藍川  佳津樹　議員

わ
せ
た
指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
、

毎
年
交
通
安
全
教
室
や
登
下
校

指
導
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
生
徒
指
導
の
徹
底
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

補修された通学路

供用開始が遅れている鍋谷7号線
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

万
葉
歌
の
看
板
設
置

公
園
の
照
明
灯
点
検

住民サービス

再
質
問

宇多津町議会だより No.49宇多津町議会だより No.49

問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

問

問藤
原
住
民
生
活
課
長

藤
原
住
民
生
活
課
長

馬
場
税
務
課
長

北
本
事
業
統
括
監

　
　
我
が
国
最
古
の
歌
集
「
万

葉
集
」
約
４
，
５
０
０
首
の
中

で
第
５
番
目
の
歌
首
は
、
約
１

２
０
０
年
前
の
舒
明
11
年
、
舒

明
女
性
天
皇
に
同
行
し
た
軍
王

が
山
を
見
て
作
っ
た
歌
で
あ
る
。

地
理
的
な
場
所
が
論
争
に
な
っ

た
が
、
私
が
13
年
前
に
宇
多
津

町
だ
と
断
定
し
た
も
の
が
全
国

の
万
葉
学
者
に
支
持
さ
れ
た
。

軍
王
の
歌
は
「
京
都
に
い
る
我

妻
に
触
れ
た
風
が
宇
多
津
の
網

の
浦
に
い
る
私
の
衣
手
を
揺
ら

す
」
と
、
海
乙
女
ら
が
塩
を
焼

く
姿
を
見
て
妻
に
思
い
を
焦
が

　
　
本
町
で
は
住
民
票
や
印
鑑

証
明
な
ど
は
、
平
日
５
時
ま
で

し
か
発
行
で
き
な
い
が
、
住
民

の
利
便
性
を
は
か
る
た
め
、
コ

ン
ビ
ニ
発
行
は
可
能
か
。

　
ま
た
、
税
金
や
国
民
健
康
保

険
料
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
は

可
能
か
。
さ
ら
に
水
道
料
金
も

含
め
て
、
滞
納
に
な
り
に
く
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
は

ど
う
か
。

　
　
万
葉
公
園
や
六
番
丁
の
公

園
の
明
る
さ
に
対
し
、
五
番
丁
、

八
番
丁
、
九
番
丁
の
児
童
公
園

は
、
ト
イ
レ
以
外
は
真
っ
暗
。

防
犯
上
も
照
明
灯
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
児
童
公
園
で
も
あ
る
が
、
災

害
時
に
は
公
園
利
用
は
必
要
不

可
欠
。
ぜ
ひ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
参
考
に
検
討
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
坂
出
市
、
丸
亀
市
、

多
度
津
町
で
は
土
日
の
受
け
取

り
が
可
能
な
の
で
、
そ
こ
か
ら

始
め
て
ほ
し
い
。

住民サービスの拡大を

軍
王
、
万
葉
歌

　
　
　宇
多
津
に
帰
帆
す
る

町
内
の
公
園
の
照
明
灯
点
検
を

新
た
な
看
板
・
歌
碑
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
研
究
す
る
／
町
長

照
明
灯
設
置
・
公
園
の
再
整
備
も
検
討
が
必
要
／
町
長

コンビニでの証明書交付は実施可能か調査／住民生活課長
軽自動車税以外の税での導入は未定／税務課長
水道料金のクレジット収納は前向きに検討／事業統括監

　
　
　
　
　以
前
「
恋
人
の
聖

地
」
に
設
置
さ
れ
て
い
た
万
葉

歌
碑
は
、
平
成
23
年
に
網
の
浦

万
葉
公
園
に
移
設
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
臨
海
公
園
の
再
整
備
の

た
め
で
あ
り
、
こ
の
歌
に
記
載

の
あ
る
『
網
の
浦
』
が
現
在
の

宇
多
津
町
網
の
浦
付
近
で
あ
る

　井
原
猛
雄
議
員
が
、
12
月

議
会
初
日
に
、
総
務
大
臣
か

ら
の
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
議
員
と
し
て
35

年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
ン
ビ

ニ
で
の
証
明
書
交
付
は
、
現
時

点
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
と

考
え
て
い
る
。
費
用
対
効
果
を

考
え
つ
つ
実
施
可
能
か
ど
う
か

調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　税
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
に
つ
い
て
軽
自
動
車
税

は
既
に
実
施
し
て
い
る
が
、
他

の
税
で
の
導
入
は
未
定
で
あ
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
は
現
時
点
で

は
導
入
の
予
定
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　水
道
料
金

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
に
は
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
た
め
、
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

　
　
　
　
　新
都
市
の
児
童
公

園
は
、
整
備
さ
れ
た
当
時
は
暗

く
な
れ
ば
子
ど
も
は
外
で
遊
ば

な
い
と
い
う
発
想
か
ら
照
明
灯

を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
公
園
の
あ
り
方
も
変
化

し
て
い
る
現
在
、
設
置
へ
の
検

討
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

た
だ
、
公
園
自
体
が
整
備
か
ら

20
年
経
っ
て
お
り
、
施
設
全
体

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
何

ら
か
の
補
助
制
度
を
利
用
し
て

公
園
施
設
の
再
整
備
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

井原  猛雄　議員

 夜になるとトイレだけが浮かび上がる公園
 青木議長から表彰状を受け取る井原議員

 山を見て万葉歌を詠む

西本  祐子　議員
れ
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
碑
を

当
初
「
恋
人
の
聖
地
」
に
設
置

し
た
が
、
万
葉
公
園
へ
移
設
し

た
。
い
ま
一
度
、
「
恋
人
の
聖

地
」
に
万
葉
歌
の
看
板
の
設
置

を
願
う
。

あ
ま

わ
し

い
く
さ
の
お
お
き
み

き

　
　ほ

お
と

　め

こ
と
か
ら
、
移
設
場
所
と
し
て

選
ば
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
恋
人
の
聖
地
」
へ
の
新
た
な

看
板
・
歌
碑
等
の
設
置
に
つ
い

て
は
少
し
研
究
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

帰
帆…

…
港
に
帰
る
こ
と

井
原
議
員
に
総
務
大
臣
感
謝
状

井
原
議
員
に
総
務
大
臣
感
謝
状

に
功
労
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。
御
年
85
歳

の
井
原
議
員
は
「
議
員
の
職

に
命
を
懸
け
る
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
日
で

は
職
員
が
柔
軟
に
残
っ
て
対
応

を
し
て
い
る
。
土
日
に
関
し
て

は
実
施
市
町
村
を
調
査
し
て
、

可
能
か
ど
う
か
を
調
べ
た
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

万
葉
歌
の
看
板
設
置

公
園
の
照
明
灯
点
検

住民サービス

再
質
問

宇多津町議会だより No.49宇多津町議会だより No.49

問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

問

問藤
原
住
民
生
活
課
長

藤
原
住
民
生
活
課
長

馬
場
税
務
課
長

北
本
事
業
統
括
監

　
　
我
が
国
最
古
の
歌
集
「
万

葉
集
」
約
４
，
５
０
０
首
の
中

で
第
５
番
目
の
歌
首
は
、
約
１

２
０
０
年
前
の
舒
明
11
年
、
舒

明
女
性
天
皇
に
同
行
し
た
軍
王

が
山
を
見
て
作
っ
た
歌
で
あ
る
。

地
理
的
な
場
所
が
論
争
に
な
っ

た
が
、
私
が
13
年
前
に
宇
多
津

町
だ
と
断
定
し
た
も
の
が
全
国

の
万
葉
学
者
に
支
持
さ
れ
た
。

軍
王
の
歌
は
「
京
都
に
い
る
我

妻
に
触
れ
た
風
が
宇
多
津
の
網

の
浦
に
い
る
私
の
衣
手
を
揺
ら

す
」
と
、
海
乙
女
ら
が
塩
を
焼

く
姿
を
見
て
妻
に
思
い
を
焦
が

　
　
本
町
で
は
住
民
票
や
印
鑑

証
明
な
ど
は
、
平
日
５
時
ま
で

し
か
発
行
で
き
な
い
が
、
住
民

の
利
便
性
を
は
か
る
た
め
、
コ

ン
ビ
ニ
発
行
は
可
能
か
。

　
ま
た
、
税
金
や
国
民
健
康
保

険
料
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
は

可
能
か
。
さ
ら
に
水
道
料
金
も

含
め
て
、
滞
納
に
な
り
に
く
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
は

ど
う
か
。

　
　
万
葉
公
園
や
六
番
丁
の
公

園
の
明
る
さ
に
対
し
、
五
番
丁
、

八
番
丁
、
九
番
丁
の
児
童
公
園

は
、
ト
イ
レ
以
外
は
真
っ
暗
。

防
犯
上
も
照
明
灯
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
児
童
公
園
で
も
あ
る
が
、
災

害
時
に
は
公
園
利
用
は
必
要
不

可
欠
。
ぜ
ひ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
参
考
に
検
討
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
坂
出
市
、
丸
亀
市
、

多
度
津
町
で
は
土
日
の
受
け
取

り
が
可
能
な
の
で
、
そ
こ
か
ら

始
め
て
ほ
し
い
。

住民サービスの拡大を

軍
王
、
万
葉
歌

　
　
　宇
多
津
に
帰
帆
す
る

町
内
の
公
園
の
照
明
灯
点
検
を

新
た
な
看
板
・
歌
碑
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
研
究
す
る
／
町
長

照
明
灯
設
置
・
公
園
の
再
整
備
も
検
討
が
必
要
／
町
長

コンビニでの証明書交付は実施可能か調査／住民生活課長
軽自動車税以外の税での導入は未定／税務課長
水道料金のクレジット収納は前向きに検討／事業統括監

　
　
　
　
　以
前
「
恋
人
の
聖

地
」
に
設
置
さ
れ
て
い
た
万
葉

歌
碑
は
、
平
成
23
年
に
網
の
浦

万
葉
公
園
に
移
設
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
臨
海
公
園
の
再
整
備
の

た
め
で
あ
り
、
こ
の
歌
に
記
載

の
あ
る
『
網
の
浦
』
が
現
在
の

宇
多
津
町
網
の
浦
付
近
で
あ
る

　井
原
猛
雄
議
員
が
、
12
月

議
会
初
日
に
、
総
務
大
臣
か

ら
の
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
議
員
と
し
て
35

年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
ン
ビ

ニ
で
の
証
明
書
交
付
は
、
現
時

点
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
と

考
え
て
い
る
。
費
用
対
効
果
を

考
え
つ
つ
実
施
可
能
か
ど
う
か

調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　税
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
に
つ
い
て
軽
自
動
車
税

は
既
に
実
施
し
て
い
る
が
、
他

の
税
で
の
導
入
は
未
定
で
あ
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
は
現
時
点
で

は
導
入
の
予
定
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　水
道
料
金

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
に
は
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
た
め
、
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

　
　
　
　
　新
都
市
の
児
童
公

園
は
、
整
備
さ
れ
た
当
時
は
暗

く
な
れ
ば
子
ど
も
は
外
で
遊
ば

な
い
と
い
う
発
想
か
ら
照
明
灯

を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
公
園
の
あ
り
方
も
変
化

し
て
い
る
現
在
、
設
置
へ
の
検

討
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

た
だ
、
公
園
自
体
が
整
備
か
ら

20
年
経
っ
て
お
り
、
施
設
全
体

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
何

ら
か
の
補
助
制
度
を
利
用
し
て

公
園
施
設
の
再
整
備
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

井原  猛雄　議員

 夜になるとトイレだけが浮かび上がる公園
 青木議長から表彰状を受け取る井原議員

 山を見て万葉歌を詠む

西本  祐子　議員
れ
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
碑
を

当
初
「
恋
人
の
聖
地
」
に
設
置

し
た
が
、
万
葉
公
園
へ
移
設
し

た
。
い
ま
一
度
、
「
恋
人
の
聖

地
」
に
万
葉
歌
の
看
板
の
設
置

を
願
う
。

あ
ま

わ
し

い
く
さ
の
お
お
き
み

き

　
　ほ

お
と

　め

こ
と
か
ら
、
移
設
場
所
と
し
て

選
ば
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
恋
人
の
聖
地
」
へ
の
新
た
な

看
板
・
歌
碑
等
の
設
置
に
つ
い

て
は
少
し
研
究
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

帰
帆…

…

港
に
帰
る
こ
と

井
原
議
員
に
総
務
大
臣
感
謝
状

井
原
議
員
に
総
務
大
臣
感
謝
状

に
功
労
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。
御
年
85
歳

の
井
原
議
員
は
「
議
員
の
職

に
命
を
懸
け
る
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
日
で

は
職
員
が
柔
軟
に
残
っ
て
対
応

を
し
て
い
る
。
土
日
に
関
し
て

は
実
施
市
町
村
を
調
査
し
て
、

可
能
か
ど
う
か
を
調
べ
た
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

北
小
の
改
修
工
事

谷
川
町
長
の
再
選
出
馬

ＰＭ2.5対策

一
般
質
問

一
般
質
問

ゲリラ豪雨対策

再
質
問

中
村
危
機
管
理
課
長

中
村
危
機
管
理
課
長

再
質
問

藤
原
住
民
生
活
課
長

藤
原
住
民
生
活
課
長

再
質
問

再
質
問

宇多津町議会だより No.49宇多津町議会だより No.49

問

問問

問

亀
井
教
育
次
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

　
　
　
　
　
　
　
２
階
部
分
の

床
改
修
に
つ
い
て
は
、
新
し
く

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
張
り
替
え
る

方
法
に
な
る
と
思
う
。
改
修
の

規
模
と
し
て
は
、
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
部
分
だ
け
で
な
く
、
校
舎
全

体
の
大
規
模
改
修
を
行
う
ほ
う

が
国
か
ら
の
補
助
、
起
債
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
で

　
　
　
　
　
こ
こ
数
年
で
学
校

施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ

ー
ス
な
ど
を
改
修
し
て
い
る
。

で
き
れ
ば
計
画
的
に
国
の
予
算

獲
得
を
目
指
し
た
い
の
で
、
し

ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
平
成
３
年
４
月
１
日
に
宇

多
津
北
小
学
校
が
開
校
し
た
。

開
校
22
年
の
今
年
、
１
階
の
カ

ー
ペ
ッ
ト
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材

に
改
修
し
た
が
、
２
階
部
分
は

床
が
ひ
ど
く
傷
ん
で
い
る
。

　
２
階
部
分
の
改
修
（
大
規
模

工
事
）
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
測
定
値
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
前
日
の

平
均
値
が
四
国
新
聞
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
町
と
し
て
独
自
に

測
定
値
を
住
民
に
お
知
ら
せ
す

る
に
は
媒
体
が
な
く
、
現
時
点

で
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
注
意
喚
起

を
住
民
に
迅
速
に
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
今
年
10
月
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
Ｐ

Ｍ
2.5
に
関
し
て
発
が
ん
性
が
有

る
と
発
表
し
た
。
香
川
県
で
は

11
箇
所
で
測
定
し
て
い
る
。
Ｐ

Ｍ
2.5
の
影
響
に
つ
い
て
、
幼
児
、

児
童
等
に
対
す
る
値
を
定
め
る

の
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
町
民
に
対
す
る
Ｐ
Ｍ
2.5

の
数
値
を
知
ら
せ
る
手
段
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

ＰＭ2.5について

宇
多
津
北
小
学
校

　
　改
修
工
事
に
つ
い
て

校
舎
全
体
の
大
規
模
改
修
を
検
討
／
教
育
次
長

町
長
再
選
出
馬
を
表
明
へ
の

　
　
　
　
　意
向
の
有
無
は

不
退
転
の
決
意
で
全
身
全
霊
を
捧
げ
る
／
町
長

注意喚起を迅速に知らせることが重要／住民生活課長

　
　
異
常
気
象
に
よ
る
竜
巻
、

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
が
各
地
で
多

発
し
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い

る
。
我
が
町
も
低
い
土
地
で
度

々
道
路
が
冠
水
等
し
て
い
る
が
、

そ
の
解
決
策
は
。
ま
た
、
災
害

発
生
時
に
お
け
る
住
民
に
対
す

る
災
害
情
報
の
伝
達
手
段
・
避

難
勧
告
や
指
示
な
ど
の
発
令
基

準
・
特
に
自
力
で
避
難
で
き
な

い
人
の
支
援
体
制
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
情

報
の
伝
達
は
町
長
の
指
示
の
も

と
、
お
願
い
の
形
式
で
発
信
し

て
い
た
が
、
今
後
調
査
・
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。
避
難
勧
告

基
準
は
平
成
17
年
度
に
地
域
防

災
計
画
を
見
直
し
、
設
け
て
い

る
。
自
力
で
避
難
で
き
な
い
人

の
支
援
体
制
は
平
成
23
年
度
に

名
簿
を
策
定
、
翌
年
度
に
は
名

簿
の
更
新
と
情
報
の
共
有
化
を

図
っ
た
。
本
年
度
も
同
様
な
取

　
　
　
　
　
町
長
に
就
任
以
来
、

多
く
の
町
民
の
方
々
と
出
会
い
、

話
を
聞
き
、
感
動
と
励
ま
し
、

時
に
は
厳
し
い
意
見
も
お
聞
き

し
た
が
、
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う

中
で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
接
し

て
き
た
。
こ
の
３
年
余
り
の
月

　
　
就
任
以
来
、
自
ら
の
強
い

決
意
に
よ
っ
て
多
く
の
難
題
を

解
決
し
な
が
ら
３
年
が
経
過
し

た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

少
子
高
齢
化
社
会
で
の
社
会
保

障
問
題
・
防
犯
、
防
災
関
係
・

庁
舎
耐
震
対
策
・
長
期
振
興
計

画
な
ど
の
課
題
が
山
積
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
責
任
あ
る
職
責

で
町
政
の
運
営
に
当
た
る
決
意

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
繰
り
返
し
に
な
る

が
、
不
退
転
の
決
意
を
持
っ
て

全
身
全
霊
を
捧
げ
、
力
の
限
り

走
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

経験のない「ゲリラ豪雨」の対応策は
名簿の策定、情報の共有化を実施／危機管理課長

　
　
　
　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
際
、

町
内
３
箇
所
（
塩
浜
・
川
東
・

倉
ノ
前
）
地
域
の
雨
水
ポ
ン
プ

場
の
排
水
能
力
で
対
応
で
き
る

の
か
。

　
　
　
　
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
問
わ
れ
る
が
、
そ
の
方
針

等
は
。

　
　
　
　
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
改

修
で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
光
掲

示
板
を
用
い
る
こ
と
は
費
用
面

か
ら
も
難
し
い
。
測
定
に
関
し

て
は
県
が
管
理
し
て
い
る
た
め
、

県
に
各
測
定
局
の
数
値
を
知
ら

せ
ら
れ
な
い
か
要
望
を
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
テ
レ
ビ
及
び
電
光
掲

示
板
で
の
Ｐ
Ｍ
2.5
の
数
値
を
表

示
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
で

は
１
時
間
の
最
大
雨
量
が
35.9
㍉

と
し
て
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い

る
た
め
、
例
え
ば
、
時
間
雨
量

100
㍉
に
対
応
す
る
能
力
は
持
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

改
修
時
期
と
し
て
は
長
期
的
な

視
野
で
検
討
す
べ
き
と
判
断
し

て
い
る
。

り
組
み
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
。
こ
の
避
難
行
動
要
支
援
者

の
対
応
も
入
れ
た
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
支
援
対
策
の
強
化
に

取
り
組
み
た
い
。

日
は
、
そ
こ
か
ら
湧
き
上
が
る

使
命
感
を
自
ら
の
力
と
し
て
無

我
夢
中
、
全
力
で
走
り
続
け
て

き
た
。
私
の
大
好
き
な
ふ
る
さ

と
宇
多
津
の
発
展
の
為
、
ご
支

援
を
頂
け
る
の
な
ら
不
退
転
の

決
意
を
も
っ
て
、
全
身
全
霊
を

捧
げ
る
所
存
で
あ
る
。
こ
こ
に

出
馬
を
表
明
す
る
。

濵中  保夫　議員柴村  賢三　議員

 福祉センター屋上にあるPM2.5測定器

 役場のポンプ場
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問

問問

問

亀
井
教
育
次
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

　
　
　
　
　
　
　
２
階
部
分
の

床
改
修
に
つ
い
て
は
、
新
し
く

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
張
り
替
え
る

方
法
に
な
る
と
思
う
。
改
修
の

規
模
と
し
て
は
、
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
部
分
だ
け
で
な
く
、
校
舎
全

体
の
大
規
模
改
修
を
行
う
ほ
う

が
国
か
ら
の
補
助
、
起
債
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
で

　
　
　
　
　
こ
こ
数
年
で
学
校

施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ

ー
ス
な
ど
を
改
修
し
て
い
る
。

で
き
れ
ば
計
画
的
に
国
の
予
算

獲
得
を
目
指
し
た
い
の
で
、
し

ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
平
成
３
年
４
月
１
日
に
宇

多
津
北
小
学
校
が
開
校
し
た
。

開
校
22
年
の
今
年
、
１
階
の
カ

ー
ペ
ッ
ト
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材

に
改
修
し
た
が
、
２
階
部
分
は

床
が
ひ
ど
く
傷
ん
で
い
る
。

　
２
階
部
分
の
改
修
（
大
規
模

工
事
）
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
測
定
値
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
前
日
の

平
均
値
が
四
国
新
聞
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掲
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さ

れ
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い
る
。
町
と
し
て
独
自
に

測
定
値
を
住
民
に
お
知
ら
せ
す

る
に
は
媒
体
が
な
く
、
現
時
点

で
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
注
意
喚
起

を
住
民
に
迅
速
に
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
今
年
10
月
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
Ｐ

Ｍ
2.5
に
関
し
て
発
が
ん
性
が
有

る
と
発
表
し
た
。
香
川
県
で
は

11
箇
所
で
測
定
し
て
い
る
。
Ｐ

Ｍ
2.5
の
影
響
に
つ
い
て
、
幼
児
、

児
童
等
に
対
す
る
値
を
定
め
る

の
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
町
民
に
対
す
る
Ｐ
Ｍ
2.5

の
数
値
を
知
ら
せ
る
手
段
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

ＰＭ2.5について

宇
多
津
北
小
学
校

　
　改
修
工
事
に
つ
い
て

校
舎
全
体
の
大
規
模
改
修
を
検
討
／
教
育
次
長

町
長
再
選
出
馬
を
表
明
へ
の

　
　
　
　
　意
向
の
有
無
は

不
退
転
の
決
意
で
全
身
全
霊
を
捧
げ
る
／
町
長

注意喚起を迅速に知らせることが重要／住民生活課長

　
　
異
常
気
象
に
よ
る
竜
巻
、

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
が
各
地
で
多

発
し
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い

る
。
我
が
町
も
低
い
土
地
で
度

々
道
路
が
冠
水
等
し
て
い
る
が
、

そ
の
解
決
策
は
。
ま
た
、
災
害

発
生
時
に
お
け
る
住
民
に
対
す

る
災
害
情
報
の
伝
達
手
段
・
避

難
勧
告
や
指
示
な
ど
の
発
令
基

準
・
特
に
自
力
で
避
難
で
き
な

い
人
の
支
援
体
制
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
情

報
の
伝
達
は
町
長
の
指
示
の
も

と
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お
願
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の
形
式
で
発
信
し

て
い
た
が
、
今
後
調
査
・
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。
避
難
勧
告

基
準
は
平
成
17
年
度
に
地
域
防

災
計
画
を
見
直
し
、
設
け
て
い

る
。
自
力
で
避
難
で
き
な
い
人

の
支
援
体
制
は
平
成
23
年
度
に

名
簿
を
策
定
、
翌
年
度
に
は
名

簿
の
更
新
と
情
報
の
共
有
化
を

図
っ
た
。
本
年
度
も
同
様
な
取

　
　
　
　
　
町
長
に
就
任
以
来
、

多
く
の
町
民
の
方
々
と
出
会
い
、

話
を
聞
き
、
感
動
と
励
ま
し
、

時
に
は
厳
し
い
意
見
も
お
聞
き

し
た
が
、
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う

中
で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
接
し

て
き
た
。
こ
の
３
年
余
り
の
月

　
　
就
任
以
来
、
自
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の
強
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決
意
に
よ
っ
て
多
く
の
難
題
を

解
決
し
な
が
ら
３
年
が
経
過
し

た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

少
子
高
齢
化
社
会
で
の
社
会
保

障
問
題
・
防
犯
、
防
災
関
係
・

庁
舎
耐
震
対
策
・
長
期
振
興
計

画
な
ど
の
課
題
が
山
積
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
責
任
あ
る
職
責

で
町
政
の
運
営
に
当
た
る
決
意

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
繰
り
返
し
に
な
る

が
、
不
退
転
の
決
意
を
持
っ
て

全
身
全
霊
を
捧
げ
、
力
の
限
り

走
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

経験のない「ゲリラ豪雨」の対応策は
名簿の策定、情報の共有化を実施／危機管理課長

　
　
　
　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
際
、

町
内
３
箇
所
（
塩
浜
・
川
東
・

倉
ノ
前
）
地
域
の
雨
水
ポ
ン
プ

場
の
排
水
能
力
で
対
応
で
き
る

の
か
。

　
　
　
　
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
問
わ
れ
る
が
、
そ
の
方
針

等
は
。

　
　
　
　
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
改

修
で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
光
掲

示
板
を
用
い
る
こ
と
は
費
用
面

か
ら
も
難
し
い
。
測
定
に
関
し

て
は
県
が
管
理
し
て
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る
た
め
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県
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各
測
定
局
の
数
値
を
知
ら

せ
ら
れ
な
い
か
要
望
を
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
テ
レ
ビ
及
び
電
光
掲

示
板
で
の
Ｐ
Ｍ
2.5
の
数
値
を
表

示
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
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時
間
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て
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な
い
の
が
現
状
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あ
る
。

あ
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考
え
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宇多津町議会だより No.49宇多津町議会だより No.49

追
跡
調
査

追
跡
調
査

意見交換会意見交換会

防災訓練の様子
（平山自治会）

六番丁の町有地売却

第７回議会報告会

児童公園の看板設置

老人クラブ連合会（22名）10/31 婦人会        （７名）11/11

自治会連合会（6名）11/21

　浜六番丁の町有地（旧幼稚園予定地）約
1,500㎡を、平成24年12月に土地開発業者
へ一般競争入札により売却した。
　JR宇多津駅より450ｍ、宇多津北小学
校より1,360ｍに位置し、売却金額は約
8,200万円。業者との契約では、３年以内
に６区画以上の住宅用地として使用、もし
くは分譲することとなっている。現在土地
を造成し６区画を分譲中であり、１棟が完
成している。

・各行事の日程が重なることが多いので調
　整してほしい
・鍋谷の新町道（７号線）の通行について
・生ゴミ減量化のダンボールコンポストの
　堆肥
・町業務の通達の申請
・青の山山頂の展望台からの眺望を妨げる
　樹木の伐採
・ユープラザーの使用料金の減額
・ビブレ再生
・新都市内の施設の活用を議会として発信
　してほしい
・青の山の水路を定期的に清掃してほしい

・自治会への加入率の向上を図るため、新
　都市のマンション・岩屋地区・中村地区
　・津ノ郷地区等の転入者の方への加入及
　び組織の新設
・避難場所の確保を町として指定してほしい
・旧ＪＲ軌道跡地の有効活用
・水道管の耐震・インフラ整備

子どもたちも一緒に消火器訓練

炊き出し訓練

　宇多津小学校の児童と保護者が、議場な
どの見学に訪れました。実際の議場を見て、
議員が議会の進め方などを説明しました。
椅子に座ったり、傍聴席から眺めたりと興
味津々でした。また、実際に傍聴に訪れた
ことのある保護者は殆どなく、「ぜひ、次
回は傍聴にいらしてください」と議員から
もＰＲしました。

・前回まで提案した意見の反映
・防災無線放送が聞きとりにくい
・特産品sg商品の売れ行きはどうか
・各行事の日程が重なることが多いので調
　整してほしい
・青の山山頂の汲み取り式トイレを改修し
　てほしい
・ビブレ閉店に伴う町の財政事情と活性化
・今市の家の改修で町民が使用しやすいよ
　うしてほしい
・鍛冶屋町の交差点から南への町道改修は
　いつになるのか
・空き家対策
・幸町南端アーケードが危険な状態になっ
　ている

　新都市が整備されてから20年
以上経つのに、地図上での公園
の名称は「1号、2号･･･」とな
っていました。公園番号と所在
地の「浜○番丁」の数字も全く
違い、非常にわかりにくい表示でした。
　そこで宇多津北小学校の児童にも呼びか
けて、公園の名称を新たにし、「浜○番丁
○○公園」という看板を立てました。子ど
もたちにもより親しんでもらい、災害時に
も役立つ表示になりました。

宇多津1号公園→浜五番丁　なかよし公園
　　　2号公園→浜六番丁　ビオトープ公園
　　　3号公園→浜三番丁　テニス公園
　　　4号公園→浜七番丁　グリーン公園
　　　5号公園→浜八番丁　GO！GO！公園
　　　6号公園→浜八番丁　ゴリラ公園

　宇多津町議会では各種団体との意見交換会を積極的に開催しています。
今回は次の３団体の方との意見交換会が行われました。主なご意見は以下の通りです。
皆様方の身近で貴重なご意見を真剣に受け止め、今後の町政に反映させながら改善してまいります。

議場を見学したよ！12/８

売り出し中の浜六番丁宅地

新しくなった看板
（写真は浜五番丁）

議場内を見学する親子

　11月８日（金）午後７時から保健センター４階において第７回議会報告会を開催ました。
　各議員から平成24年度の決算報告や９月議会の補正予算の内容説明や公共施設の耐震化の
説明をし、その後フリートークを行いました。

フリートーク（抜粋）
　・sg商品について管理費等の回収の見込みは。　➡　自立できる見込み。
　・新都市活性化のためのコンサル委託の結果報告を。　➡　目に見えた成果が出ていない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     追跡調査をしていく。
　・介護を必要としない元気な高齢者の話を小学生に聞いてもらう機会を。　➡　検討する。
　・ヘルパーによって介護サービスの時間・内
      容に差がある。➡　指導する。
　・耐震について検査は何処でするのか。
　　➡　住宅で補助金を利用する場合は耐震診
　　　     断・改修は役場で審査する。設計者の
　　　     リストは役場にある。　　　
　　

追跡調査追跡調査
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・鍛冶屋町の交差点から南への町道改修は
　いつになるのか
・空き家対策
・幸町南端アーケードが危険な状態になっ
　ている

　新都市が整備されてから20年
以上経つのに、地図上での公園
の名称は「1号、2号･･･」とな
っていました。公園番号と所在
地の「浜○番丁」の数字も全く
違い、非常にわかりにくい表示でした。
　そこで宇多津北小学校の児童にも呼びか
けて、公園の名称を新たにし、「浜○番丁
○○公園」という看板を立てました。子ど
もたちにもより親しんでもらい、災害時に
も役立つ表示になりました。

宇多津1号公園→浜五番丁　なかよし公園
　　　2号公園→浜六番丁　ビオトープ公園
　　　3号公園→浜三番丁　テニス公園
　　　4号公園→浜七番丁　グリーン公園
　　　5号公園→浜八番丁　GO！GO！公園
　　　6号公園→浜八番丁　ゴリラ公園

　宇多津町議会では各種団体との意見交換会を積極的に開催しています。
今回は次の３団体の方との意見交換会が行われました。主なご意見は以下の通りです。
皆様方の身近で貴重なご意見を真剣に受け止め、今後の町政に反映させながら改善してまいります。

議場を見学したよ！12/８

売り出し中の浜六番丁宅地

新しくなった看板
（写真は浜五番丁）

議場内を見学する親子

　11月８日（金）午後７時から保健センター４階において第７回議会報告会を開催ました。
　各議員から平成24年度の決算報告や９月議会の補正予算の内容説明や公共施設の耐震化の
説明をし、その後フリートークを行いました。

フリートーク（抜粋）
　・sg商品について管理費等の回収の見込みは。　➡　自立できる見込み。
　・新都市活性化のためのコンサル委託の結果報告を。　➡　目に見えた成果が出ていない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     追跡調査をしていく。
　・介護を必要としない元気な高齢者の話を小学生に聞いてもらう機会を。　➡　検討する。
　・ヘルパーによって介護サービスの時間・内
      容に差がある。➡　指導する。
　・耐震について検査は何処でするのか。
　　➡　住宅で補助金を利用する場合は耐震診
　　　     断・改修は役場で審査する。設計者の
　　　     リストは役場にある。　　　
　　

追跡調査追跡調査
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公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

こ
お
り  

や
ま     

し

く
ま   

が
や     

し

　
研
修
先
の
郡
山
市
は
福
島
県
の
真
ん

中
に
あ
り
、
東
北
の
楽
都
ウ
ィ
ー
ン
と

呼
ば
れ
「
が
く
と
く
ん
・
お
ん
ぷ
ち
ゃ

ん
」
兄
妹
が
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

人
口
約
34
万
人
で
す
。

　
郡
山
市
本
庁
舎
の
耐
震
化
で
採
用
さ

れ
た
制
震
工
法
の
現
地
視
察
と
工
事
中

の
機
能
改
善
を
し
た
大
規
模
改
修
に
つ

い
て
研
修
を
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
時
の
震
度
は
６
弱

で
、
柱
や
壁
に
亀
裂
が
で
き
天
井
も
一

部
落
下
が
あ
り
危
険
な
状
態
と
な
り
、

緊
急
の
耐
震
改
修
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
被
災
の
補
助
金
が
付
き
、
震
災
２

年
後
に
庁
舎
の
改
修
工
事
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
従
来
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
や
鉄

骨
ブ
レ
ー
ス
に
よ
る
耐
震
補
強
等
で
は
、

補
強
箇
所
が
多
数
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
採
用
し
た
の
は
ト
グ
ル
制
震
工
法

で
す
。
（
テ
コ
の
原
理
を
用
い
た
制
震

工
法
）
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
違

和
感
も
な
く
事
務
所
と
し
て
支
障
が
な

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
全
面
改
修
と
な
っ
た
た
め
、
機
能
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
長
期
の
利
用

が
可
能
な
施
設
と
し
て
改
修
工
事
を
し

ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
及
び
事
務
効
率
の

た
め
に
面
積
が
広
く
な
り
、
工
事
中
の

仮
設
庁
舎
を
一
部
継
続
し
て
使
用
し
て

い
ま
す
。

　
研
修
先
の
熊
谷
市
は
、
江
戸
時
代
に

は
中
山
道
の
宿
場
町
で
明
治
初
期
に
は

熊
谷
県
の
県
庁
所
在
地
で
し
た
。
現
在

は
東
京
へ
の
通
勤
通
学
者
の
流
入
が
多

く
、
人
口
約
20
万
人
で
す
。

　
熊
谷
市
庁
舎
の
耐
震
化
事
業
に
至
る

経
緯
と
、
工
事
発
注
に
お
い
て
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
（
設
計
・
施
工
一
括
方
式

の
公
募
型
技
術
提
案
に
よ
る
発
注
方
式
）

と
し
た
理
由
、
応
募
要
項
、
業
者
選
定

に
お
け
る
評
価
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

研
修
を
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
時
の
震
度
は
５
弱

で
、
幸
い
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
耐
震
診
断
の
結
果
、

震
度
６
強
以
上
の
大
地
震
で
は
倒
壊
ま

た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
と
判
明

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
役
所
本
庁
舎
耐
震
化
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
建
替
と
耐
震
補

強
と
い
う
視
点
で
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

建
替
え
の
場
合
は
、
費
用
が
多
額
、
立

福
島
県
郡
山
市

地
場
所
の
選
定
、
施
設
の
規
模
、
市
民

委
員
会
の
設
置
な
ど
、
多
く
の
検
討
事

項
が
あ
り
、
早
期
の
耐
震
化
を
図
る
こ

と
が
困
難
と
判
断
し
ま
し
た
。
耐
震
補

強
の
場
合
は
、
在
来
工
法
、
制
震
工
法
、

免
震
工
法
を
検
討
。
議
会
棟
は
低
層
の

た
め
在
来
工
法
と
し
、
事
務
棟
を
制
震

工
法
と
す
る
の
が
費
用
及
び
工
期
の
点

で
有
利
と
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
、
耐
震
工
事

が
技
術
的
に
日
進
月
歩
で
進
化
し
て
い

る
部
分
が
あ
り
、
建
設
業
者
の
持
つ
優

れ
た
技
術
と
施
工
方
法
等
を
最
大
限
活

用
す
る
た
め
に
採
用
し
た
よ
う
で
す
。

　本町議会への視察研修が増えています。議会の取り組みや町行政が評価されているのは大変喜ば

しいことです。また、他市町議会の視察を受け入れることで、私たち議会側もレベルアップをはか

っています。さらにはお土産としてsg商品を購入いただき、本町での飲食、宿泊を積極的にお勧め

 するなど本町の観光大使としての役割も担っています。

　　　　①市町の概要 　　②視察内容

①三重県北部に位置し、中部電力の川越火力
　発電所、伊勢湾岸自動車道・三重川越イン
　ターチェンジを擁する。
②防災とまちづくり
　・一般住宅耐震化補助金
　・要支援者対策
　・海抜表示板設置の取り組み

三重県川越市議会（13名） 10/30

①山口県の南東部にある瀬戸内海の西部に
　位置し、四方をほぼ海に囲まれ、面積
　34.8㎢・人口約３千人の町である。漁業
　の町として頑張っているものの、これと
　言った産業がないところから、原発誘致
　候補地となっていたが東日本大震災の福
　島原発事故以来、原発の再稼動等につい
　ては問題が解決していない現状が続いて
　いる。町としては、是非、住民の声とし
　て原発の推進を進めたい。
②議会基本条例
　・少数議員数の組織体制
　産業と地域経済
　・地場産業と展望 

山口県上関町議会（13名） 11/8

①京都府下で最も面積の小さい町で面積
　5.97㎢・人口約１万５千人である。な
　お、次回のコンパクトタウンの開催は久
　御山町議会との合同開催を予定している。
②議会基本条例
　・条例制定における問題点

①福島県の陸の港であり、福島のへその町。
　面積は88㎢、人口は約３万人。
②賑わい創出（観光・物産）
　・JAPANsg の取り組み
　・うたづの町家とおひなさん、ほこ天、収
　　穫祭などのイベント概要

福島県本宮市議会（７名） 10/30

①大分市から南東約30㎞に位置し、人口約２
　万人。
②人口増加と定住促進
・転出入の数が殆ど同じなのはなぜか
・宇多津町の地形が住みやすいのでは
・津久見市の人口は２万人だが、職員の数は
　宇多津の２倍。やっていけるのか
・区画整理事業、市街化調整区域線引き廃止
　による人口増はあったのか

大分県津久見市議会（８名） 11/7

京都府大山崎町議会（10名） 11/19

トグル制震工法
（奥に見える筋交い部分） おんぷちゃんとがくとくん

視察に来た議員に人気のsg商品

リセノワール
（古代米のお酒）

塩キャラメル　

レアシュガースウィート

もとみや  し おおやまさきちょう

く

み やまちょう

つ   く   み   し

かみのせきちょう
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　・少数議員数の組織体制
　産業と地域経済
　・地場産業と展望 

山口県上関町議会（13名） 11/8

①京都府下で最も面積の小さい町で面積
　5.97㎢・人口約１万５千人である。な
　お、次回のコンパクトタウンの開催は久
　御山町議会との合同開催を予定している。
②議会基本条例
　・条例制定における問題点

①福島県の陸の港であり、福島のへその町。
　面積は88㎢、人口は約３万人。
②賑わい創出（観光・物産）
　・JAPANsg の取り組み
　・うたづの町家とおひなさん、ほこ天、収
　　穫祭などのイベント概要

福島県本宮市議会（７名） 10/30

①大分市から南東約30㎞に位置し、人口約２
　万人。
②人口増加と定住促進
・転出入の数が殆ど同じなのはなぜか
・宇多津町の地形が住みやすいのでは
・津久見市の人口は２万人だが、職員の数は
　宇多津の２倍。やっていけるのか
・区画整理事業、市街化調整区域線引き廃止
　による人口増はあったのか

大分県津久見市議会（８名） 11/7

京都府大山崎町議会（10名） 11/19

トグル制震工法
（奥に見える筋交い部分） おんぷちゃんとがくとくん

視察に来た議員に人気のsg商品

リセノワール
（古代米のお酒）

塩キャラメル　

レアシュガースウィート

もとみや  し おおやまさきちょう

く

み やまちょう

つ   く   み   し

かみのせきちょう
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11
月

１
月

12
月

グ ル ー プ  紹 介元 気 な な か ま

あ
と
が
き

うたづ議会だより
2014

２.１

第49号

うれしさ込み上げる

う
たのしい成人

式

た

づ

中学生まで医療費無料化
児童公園の名称決まる

一般質問に8人

つ　きは、同窓会で

議
会
広
報
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別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
柴
村
　
賢
三

委
　
　
員
　
大
松
喜
次
郎

委
　
　
員
　
宮
本
　
　
隆

委
　
　
員
　
濵
中
　
保
夫

１
日

５
日
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８
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日
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日
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日
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日

21
日
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日

21
日

22
日

25
日

金
婚
式

広
報
編
集
会
議

津
久
見
市
（
大
分
県
）
視
察
来
庁

上
関
町
（
山
口
県
）
視
察
来
庁

第
７
回
議
会
報
告
会

意
見
交
換
会
（
婦
人
会
）

特
別
委
員
会
視
察
研
修
（
郡
山
市
）

特
別
委
員
会
視
察
研
修
（
熊
谷
市
）

大
山
崎
町
（
京
都
府
）
視
察
来
庁

意
見
交
換
会
（
自
治
会
連
合
会
）

議
会
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営
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会

意
見
交
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例
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問
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議

総
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民
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設
教
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合
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委
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総
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会

建
設
教
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常
任
委
員
会

全
員
協
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会
・
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会
議

議
員
懇
談
会

地
元
企
業
事
業
報
告
会

仕
事
納
め

３
日

５
日

９
日
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日

12
日
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日
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日

17
日

18
日
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日

26
日

27
日

歳
旦
祭

仕
事
初
め

出
初
式

成
人
式

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

総
合
庁
舎
耐
震
改
修
等
特
別
委
員
会

臨
時
議
員
総
会

広
報
編
集
会
議

香
川
県
広
報
県
外
研
修

広
報
編
集
会
議

議
会
改
革
研
修
会

臨
時
議
員
総
会

１
日

６
日

12
日

13
日

14
日

20
日

21
日

24
日

29
日

30
日

　
「
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（
デ
ィ
ス
ポ

ル
ト
）
・
キ
ラ
キ
ラ
　
う
た
づ
」
は
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し

て
2008
年
４
月
１
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

総
合
型
ク
ラ
ブ
と
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
い
つ
ま
で

も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
、
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
と
言
わ

れ
て
い
る
「
楽
し
む
」
「
遊
ぶ
」

「
は
し
ゃ
ぐ
」
「
気
晴
ら
し
」
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
で
は
目
的

に
合
わ
せ
た
体
力
づ
く
り
、
予
病

（
病
気
の
予
防
）
や
町
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
ク
ラ
ブ
で
は
、
キ
ン

ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
、
体
育
教
室
、
卓
球
、
少
林
寺

拳
法
コ
ー
ス
制
の
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
教
室
の
他
、
四
方
綱
引
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
、
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト

教
室
の
他
、
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
も
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
少
林
寺
拳
法
コ
ー
ス
制

を
紹
介
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は
３
つ
あ

り
、
体
力
に
自
信
の
な
い
ご
年
配
の

方
に
は
「
ゆ
た
・
ら
く
コ
ー
ス
」
、

ま
だ
ま
だ
働
き
盛
り
の
中
高
年
の
方

に
は
「
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
オ

ー
バ
ー
ド
ラ
イ
ブ
）
コ
ー
ス
」
、
心

と
身
体
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
女
性

に
は
「
Ｍ
Ｙ
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
（
マ
イ
ス

テ
ッ
プ
）
コ
ー
ス
」
と
、
道
衣
を
着

な
い
で
ゆ
っ
く
り
、
ら
く
〜
に
、
気

持
ち
よ
く
動
き
ま
す
。
現
在
活
動
し

て
い
る
会
員
は
親
子
で
楽
し
く
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
「
無
理

を
し
な
い
」

こ
と
。
一
人

ひ
と
り
の
体

力
に
合
わ
せ

て
行
い
ま
す
。

心
も
身
体
も

す
っ
き
り
と

ス
ト
レ
ス
の

な
い
状
態
を

目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
ず

は
、
体
験
に

お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
新
し
い
年
が
始
ま
っ
て

一
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
今
年
は
ス
ポ
ー
ツ
界
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
す
。

　
丸
亀
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
始
ま
り
、
ソ
チ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
香
川
県
初
の
カ

マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
の
Ｊ
２

リ
ー
グ
戦
、
サ
ッ
カ
ー
ブ

ラ
ジ
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

な
ど
、
今
か
ら
ド
キ
ド
キ

ワ
ク
ワ
ク
で
す
。

　
現
地
で
観
る
も
よ
し
、

テ
レ
ビ
観
戦
も
よ
し
、
大

い
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
宇
多
津
町
か
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
が
出
る
の
も

夢
で
な
く
な
る
時
が
来
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｙ
）

親子で少林寺拳法　

12

2

4

（金）18:00～、19:30
宇多津北小学校・体育館
℡　090-8166-3386
      info@disport-kirakira.jp


